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問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

   

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･

９
０
６
５
）

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

～
毎
日
の
食
事
で
元
気
に
！
～

　
毎
日
の
食
事
は
楽
し
み
で
も
あ
り
、
日
々

の
健
康
を
つ
く
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
当
施
設
に
は
管
理
栄
養
士
が
常
駐
し
て
お

り
、
食
事
の
提
供
と
、
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
定

期
的
に
多
職
種
が
参
加
す
る
給
食
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

要
望
を
献
立
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
美
味
し
く
、
食
べ
や
す
く
、
そ
し
て

栄
養
の
あ
る
も
の
を
提
供
す
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
調
理
を
委
託
し
て
い
る
業

者
の
方
も
交
え
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

低
栄
養
状
態
な
ど
の
リ
ス
ク
の
有
無
や
課
題

を
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
栄
養
ケ

ア
計
画
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ご
本
人
や
、
ご
家
族
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、

計
画
に
基
づ
い
た
食
事
提
供
を
行
い
経
過
を

記
録
し
て
い
ま
す
。
朝
昼
晩
、
食
べ
残
し
は

な
い
か
、
水
分
は
摂
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確

認
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
個
別
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
利
用
者
さ
ん
の
身
体
状
況

や
、
嚥
下
状
態
に
合
わ
せ
た
調
理
方
法
を
考

　
今
年
度
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、創
造
性
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
を

養
い
、
新
し
い
こ
と
を
創
造
し
挑
戦
す
る
姿
勢
）

を
養
い
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
た
め
、
世

界
最
先
端
の
IT
国
家
で
あ
り
起
業
活
動
が
盛
ん

な
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
応
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
市
内
10
人

の
中
学
生
が
７
月
22
日
～
31
日
の
10
日
間
エ
ス

ト
ニ
ア
へ
短
期
留
学
し
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
メ
イ
ン
と
し
た
宇
陀

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
短
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
授
業
な

ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
IT
国
家
エ
ス
ト
ニ
ア
」
で

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

を
体
験
！

問�

行
政
経
営
課　

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

▲土用の丑の日は鰻丼でした！

え
、
ペ
ー
ス
ト
食
や
き
ざ
み
食
、
ミ
キ
サ
ー

食
な
ど
の
食
べ
や
す
い
形
態
に
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
の
日
に
は
シ
ー
フ
ー

ド
カ
レ
ー
を
、
そ
し
て
土
用
の
丑
の
日
に
は

鰻
丼
を
提
供
す
る
な
ど
、
季
節
ご
と
の
行
事

食
に
よ
り
、
食
べ
る
意
欲
を
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
で
提
供
す
る
食
事
で
利
用
者
さ
ん

の
低
栄
養
状
態
が
改
善
し
た
り
、「
美
味
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
日

は
、
管
理
栄
養
士
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ

る
時
で
す
。

宇
陀
市
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

養
成
講
座
を
開
催

あ
な
た
の
力
が
地
域
の

　
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す

　
災
害
発
生
時
に
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
、

地
域
住
民
同
士
に
よ
る
「
共
助
」
の
取
り
組

み
を
促
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
連
携
や
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
地
域
の
防
災
活
動
の
支
え
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
の
が
、「
宇
陀
市
防
災
サ
ポ
ー

タ
ー
」
で
す
。

【日程と内容】（2回とも受講できる方）
           【日時】11 月 12 日（日）
                      午前 9 時～午後 0 時 30 分
           【場所】市役所 4 階大会議室
           【内容】① 気象災害と避難情報など
　　　　       　（午前 9 時 10 分～ 10 時 40 分）
　　　             ②被災地域の諸問題など
　　　          　（午前10時40分～午後0時20分）
           【日時】12 月 3 日（日）
                      午前 9 時～午後 0 時 30 分
           【場所】人権交流センター（菟田野）
           【内容】③  防災講話（ハザードマップ）
                      ④ 避難所の開設・運営訓練

【定 　  員】  30 人（先着順）     【受講料】  無料

【応募期間】9 月 1 日（金）～ 10 月 20 日（金）

【参加資格】 市内在住、在勤または在学者（防災士、
養成講座修了者および、元消防職員の
方はご遠慮ください）

【応募方法】 応募用紙を FAX、e メールで提出をお
願いします。( 持参可 )

　　　　　 応募用紙は市ホームページにあります。
　　　　　  FAX：82・3900
                 メール：kikikanri@city.uda.lg.jp

◆養成講座◆

問�

危
機
管
理
課
（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

【
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
登
録
要
件
】

　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
者
、
市
が

実
施
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
全
て
受

講・修
了
し
た
方
で
、
本
人
が
登
録
を
希
望
し
、

市
長
が
認
め
る
者
を
認
定
登
録
し
ま
す
。

【
講
座
内
容
】
①
気
象
災
害
、
大
雨
、
土
砂
災

害
と
避
難
情
報
な
ど
の
防
災
知
識
（
座
学
）

②
自
助
・
共
助
、
被
災
地
域
の
諸
問
題
な
ど

の
防
災
知
識
（
災
害
時
、被
災
地
域
）、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
か
ら
危
険
個
所
の
確
認
と
避
難（
座

学
）
③
避
難
所
開
設
・
運
営
の
訓
練
（
実
技
）

エ
ス
ト
ニ
ア
サ
ー
レ
マ
ー
市

　
と
教
育
に
関
す
る

　
　
基
本
合
意
書
を
締
結

　
宇
陀
市
と
サ
ー
レ
マ
ー
市
は
、
両
市
の
交
流
の
発
展
を
増
進
さ
せ
る
た

め
、
友
好
的
な
協
議
を
経
て
、
7
月
26
日
に
正
式
に
基
本
合
意
書
を
締
結

し
ま
し
た
。
両
市
は
、
教
育
分
野
に
お
け
る
交
流
を
柱
と
し
て
、
観
光
や

文
化
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
積
極
的
に
交
流
と
協
力
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
連
携
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問�

行
政
経
営
課　
（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

▲教育に関する基本合意書を締結しました！

▲サーレマー高校にて短期集中プログラム受講！

◀▲アフタースクールVIVITAで現地
の子どもたちとワークショップ

▲調印式での写真

▲スタートアップハブ LIFT99 にて

1

2

※スタートアップハブ：多くの起業家を輩出した場所

サーレマー市の紹介
【人口】　約 32,200 人
【面積】　2,718㎢
【市長】　M

ミ ッ ク
ikk　T

トゥイスク
uisk

　市の行政の中心はクレサーレ。クレサーレには、
バルト海交易の要衝として堅固に築かれたクレサー
レ城が現存。
　サーレマー市はリゾート地としても長い歴史を持
ち、きれいな空気、豊かな森、そして丘や山のない
平坦な風景もサーレマー市の魅力。

ロシア

フィンランド

エストニア

ラトビア

サーレマー市

◀ You Tube で
　さんとぴあ榛原を紹介
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ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

体
調
に
気
を
つ
け
て
楽
し
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
ね
。

第 38回
【子ども】体の前で位置を変え
て右手の平で空間を３回押さえ
る。※子どもの頭が並ぶ様子

子どもフェスタ

【フェスティバル】両手の人
差し指を立て、顔の横で回す。

【生涯】右手の指文字「ヤ」を左
へ動かし、左手の平に親指を当て
る。※生れてから死ぬまでを表す

【課】指文字の「カ」

生涯学習課

「
令
和
５
年　
　
開
始
接
種
」

　
国
の
方
針
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
「
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
」
が
令
和
５
年
９
月
20

日
よ
り
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
接
種
の
対
象
と
な
る
方
へ
「
接
種
券
一
体
型
予
診

票
」を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、「
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
」

に
お
い
て
は
、
今
回
届
く
黄
色
の
「
接
種
券
一
体
型
予

診
票
」
の
み
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。
令
和
５
年
春
開

始
接
種
ま
で
に
送
付
し
て
い
る
緑
色
・
白
色
等
の
「
接

種
券
一
体
型
予
診
票
」
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

持
ち
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
接
種
開
始
時
期
】
９
月
20
日
～

【
接
種
対
象
者
】

初
回
接
種
を
完
了
し
た
12
歳
以
上
の
全
て
の
方

【
接
種
を
受
け
る
際
の
費
用
】
無
料

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】

〇 

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

X
B
B
.
1
.
5
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
）

　
初
回
接
種
・
追
加
接
種
対
象

〇 

モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

X
B
B
.
1
.
5
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
）　

　
追
加
接
種
対
象

【
案
内
方
法
】

【
９
月
初
旬
送
付
予
定
】

　
・
65
歳
以
上
の
方

　
・
12
歳
～
64
歳
で
春
開
始
接
種
対
象
の
う
ち
接
種

　
　
済
み
の
方

【
９
月
中
旬
送
付
予
定
】

　
・
12
歳
以
上
で
右
記
以
外
の
方

※
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
は
接
種
券
発
行
申
請
書
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
券
が
届
く
ま
で
し

問�

健
康
増
進
課　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

☎
96
・
９
０
３
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▶
指
文
字
は
こ
ち
ら
か
ら

【学習】両手の平を斜めに立て
て並べて置き、軽く前後する。
※本を持つイメージ

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
接
種
券
が
届
き
ま
し
た

ら
同
封
の
接
種
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
接
種
の
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
接
種
方
法
】  

●
個
別
接
種
・
集
団
接
種

　

 

接
種
方
法
に
つ
い
て
は
接
種
券
一
体
型
予
診
票
と

同
時
に
お
送
り
す
る
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申

込
方
法
な
ど
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
追
加
接
種
・
小
児
追
加
接
種
に
つ
い
て

　

 

乳
幼
児
（
６
か
月
～
４
歳
）、
小
児
（
５
歳
～
11
歳
）

ま
で
の
追
加
接
種
対
象
の
方
に
は
、
接
種
券
を
送

付
し
ま
す
の
で
接
種
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
接
種

の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

秋
開
始
接
種
の
開
始
日
決
定
に
伴
い
、
春
開
始
接

種
の
期
間
が
令
和
５
年
８
月
31
日
か
ら
９
月
19
日

ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
初
回
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回
接
種
で
は
、
こ
れ

ま
で
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
７
日
以
降
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に

よ
る
初
回
接
種
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
制
度
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
初
回
接
種
を
希
望
す
る

方
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋

　
過
疎
地
域
な
ど
厳
し
い
環
境
で
長
年
、
地

域
の
医
療
や
福
祉
を
支
え
て
き
た
方
を
顕
彰

す
る
「
第
51
回
医
療
功
労
賞
」
の
中
央
表
彰

者
と
し
て
、
加
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
代
表　
加
藤

久
和
医
師
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は

東
京
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
他
の
地
域
か
ら

選
ば
れ
た
９
人
の
方
と
と
も
に
、
皇
居
で
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

【
訪
問
診
療
と
在
宅
ケ
ア
貢
献
】

●
加
藤
久
和
医
師
の
功
績

　

県
内
の
過
疎
地
の
診
療
所
を
経
験
さ

れ
、
１
９
９
６
年
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
。

2
0
0
6
年
に
は
「
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」

の
認
可
を
受
け
、
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
患
者
に
対
し
、
24
時
間
３
６

５
日
体
制
で
在
宅
医
療
に
対
応
す
る
訪
問
診

療
や
在
宅
ケ
ア
、
看
取
り
な
ど
を
通
じ
、
地

域
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

に
は
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
宇
陀
け
あ

ネ
ッ
ト
」
の
代
表
理
事
に
就
任
さ
れ
、
設
立

前
か
ら
各
施
設
へ
説
明
に
回
り
参
加
を
促
し
、

　
６
月
27
日
に
山
梨
県
甲
斐
市
と
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
す
る
全
国
初
の
自
治
体
間
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
市
の
公
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
一
つ

で
、「
宇
陀
市
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
連
携
す
る
民
間
事
業
者
が
共

通
で
あ
る
こ
と
を
契
機
に
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
う
甲
斐
市
と
連
携
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体
験
を
通
し

て
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

第
51
回
医
療
功
労
賞

　
　
　
　
（
中
央
表
彰
）
を

　
　
　
　

   

受
賞
さ
れ
ま
し
た

現
在
で
は
、
多
く
の
事
業
所
や
医
療
機
関
が

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
仕
組
み
や
、
情
報
共
有
ツ
ー
ル

を
生
か
し
、
各
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
や
行
政
、

住
民
の
距
離
が
近
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注

い
で
お
ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
で
は
、
地
区
医
師
会
長
と
し
て

会
員
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
や
、
行
政
と
の

調
整
を
行
い
接
種
体
制
の
構
築
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

問�

健
康
増
進
課　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

宇
陀
市
と
山
梨
県
甲
斐
市
が

全
国
初
の
DX
推
進
に
関
す
る

自
治
体
間
連
携
協
定
を
締
結

問�

商
工
産
業
課　
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

　

甲
斐
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、

金
剛
市
長
と
保
坂
武
甲
斐
市
長
に
よ
り
協
定

書
が
交
わ
さ
れ
、
金
剛
市
長
は
「
こ
の
協
定

を
起
点
と
し
て
甲
斐
市
の
取
り
組
み
を
吸
収

し
奈
良
の
地
で
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
と
30
日
に
は
、
市
と
甲
斐
市
が

同
日
に
デ
ジ
タ
ル
教
育
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｖ
Ｒ
、
ド
ロ
ー

ン
の
操
作
体
験
の
ほ
か
、甲
斐
市
と
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▲協定書にサインをしているところ

▲左より、保坂武甲斐市長と金剛市長

▲表彰式の様子
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